
　市と上川北農業共済組合では、めまぐるしく変化
する農業情勢への迅速・的確な対応と、これからの
農業経営の活性化のために講演会を開催します。
　士別市農業応援アドバイザーの三分一敬氏を７年
振りに講師に招くほか、北海道農業公社から「農地
中間管理事業」の内容を説明いただきます。
　事前の申込みは不要です。これからの士別の農業・
農地にかかわる貴重な講演ですので、農業関係者だ
けではなく、一般の方も多数ご参加ください。

●日時→ ３月３日（火）午後１時 30 分～
●会場→ 市民文化センター研修室
●演題１→ 私の視点～期待される農家
　　　　 像と農村の姿～
　講師→ 士別市農業応援アドバイザー 
　　　　 三分一　敬氏
　　　（拓殖大学北海道短期大学名誉教授）

●演題２→「農地中間管理事業」
　説明→ 公益財団法人北海道農業公社上川支所職員
●問合せ→ 市農業振興課　☎内線２３６４

　

日
本
年
金
機
構
で
は
１
月
中
に
、
老

齢
年
金
や
退
職
年
金
な
ど
の
年
金
受
給

者
に
「
平
成
26
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票

は
、
確
定
申
告
の
と

き
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

源
泉
徴
収
票
が
届
い
て
い
な
い
方
や

紛
失
さ
れ
た
方
で
、
再
交
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
ら

な
い
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
て

い
る
方
に
は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
→
▽
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

→
☎
０
５
７
０
（
05
）
１
１
６
５
▽

市
市
民
課
国
民
年
金
担
当
→
☎
内
線

２
１
０
７

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

前
年
分
の
収
入
な
ど
や
世
帯
状
況
に
よ

り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
４
月
時
点
で
は

前
年
分
の
収
入
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
年

金
か
ら
の
天
引
き
で
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
方
に
つ
い
て
は
、
年
間
保
険

料
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
（
４
月
・
６

月
・
８
月
）
は
仮
徴
収
と
し
て
２
月
と

同
じ
金
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
４
月
・
６
月
・
８

月
の
介
護
保
険
料
を
記
載
し
た
仮
徴
収

額
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

天
引
き
と
な
る
額
が
２
月
の
金
額
と
同

額
で
あ
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
通

知
書
の
発
送
を
廃
止
し
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
は
10
月
以
降
の

年
金
天
引
き
額
の
大
幅
な
増
減
を
緩
和

す
る
た
め
、
６
月
と
８
月
の
天
引
き
額

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
仮
徴

収
額
が
変
更
に
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

４
月
中
に
額
変
更
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
の
年
金
か

ら
は
、
本
徴
収
分
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
確

定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
分
を

差
し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
額
は
７
月

上
旬
頃
送
付
の
「
介
護
保
険
料
決
定
通
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通
知
書
の
発
送
を
廃
止
し
ま
す

介
護
保
険
料
仮
徴
収
額

 

年
金
受
給
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に

源
泉
徴
収
票
の
送
付
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知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
平
成
27
年
度
か
ら

29
年
度
ま
で
の
「
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
中
で
す
が
、
高
齢
化

率
の
上
昇
や
要
介
護
者
の
増
加
に
よ
り

保
険
料
額
が
変
更
に
な
る
予
定
で
す
。

　

確
定
次
第
、
広
報
な
ど
で
く
わ
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
→
市
介
護
保
険
課
☎
内
線

２
５
０
１

　

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
26
年
４

月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
（
５
％
→

８
％
）
に
と
も
な
い
、
住
宅
取
得
者
に

現
金
を
給
付
す
る
「
す
ま
い
給
付
金
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
築
・
中
古
を
問
わ
ず
、
年
収
に
応

じ
て
最
大
30
万
円
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

要
件
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
す
ま
い
給
付
金
の
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▽
収
入
に
応
じ
て
最
大
30
万
円
が
も
ら

え
ま
す
。

▽
入
居
後
す
ぐ
に
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
も
拡
充
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
→
す
ま
い
給
付
金
事
務
局
☎

０
５
７
０
（
０
６
４
）
１
８
６

　

市
で
は
、
平
成
25
年
４
月
に
「
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
会

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
の
侵
害
に

対
す
る
救
済
・
支
援
な
ど
を
行
う
た
め
、

「
子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
侵
害
に
関
し
、
当
事

者
だ
け
で
は
解
決
に
向
か
っ
て
い
か
な

い
場
合
は
、
救
済
の
申
立
て
に
応
じ
、

救
済
委
員
会
が
公
正
・
中
立
な
立
場
で

調
査
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
会
委
員

▽
松
田
啓
明
委
員
（
弁
護
士
）

▽
藍
口
廣
子
委
員
（
元
家
庭
相
談
員
）

▽
山
居
幸
子
委
員
（
元
教
育
委
員
）

●
救
済
の
申
立
方
法
→
市
こ
ど
も
・
子

育
て
応
援
室
内
の
家
庭
児
童
相
談
室
に

ご
相
談
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援

室
☎
内
線
２
１
３
９

子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
ご
と
は

「
家
庭
児
童
相
談
室
」
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
の
権

利
侵
害
を
は
じ

め
、
友
人
・
親

子
関
係
な
ど
、

子
ど
も
に
関
す

る
相
談
は
、「
家

庭
児
童
相
談

室
」
が
窓
口
と

な
っ
て
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
保
護
者
の
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

　

家
庭
相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
応
対
し

ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
方
法
→
直
接
、
市
こ
ど
も
・
子

育
て
応
援
室
内
の
家
庭
児
童
相
談
室
に

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
、
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●

相

談
・

問

合

せ

→

☎
（

23

）

３
９
８
４
（
家
庭
児
童
相
談
室
直
通
）、

市
家
庭
相
談
員
☎
内
線
２
１
３
９

子
ど
も
の
権
利
侵
害
に

対
す
る
救
済
と
支
援

▽
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
→kateisoudan

＠city.shibetsu.lg.jp

子
ど
も
の
権
利
推
進
講
演
会

　

虐
ぎ
ゃ
く
た
い

待
や
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
現
状
を
知
り
「
大
人
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
」
を
考
え
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
事
前
申
込
み
は
不

要
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
→
２
月
18
日

（水）
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分
（
開
場
６
時
～
）

●
会
場
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
演
題
→
子
ど
も
の
権
利
条
約
批
准
か

ら
20
年
「
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
子
ど

も
の
声
に
耳
を
傾
け

て
」

●
講
師
→
北
海
道
合

同
法
律
事
務
所
弁
護

士
内
田
信
也
氏
（
北

海
道
子
ど
も
の
虐
待

防
止
協
会
副
代
表
）

●
託
児
→
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
→
市
こ
ど

も
・
子
育
て
応
援
室

☎
内
線
２
１
５
７

援

 

住
宅
取
得
時
に
受
け
取
れ
る

す

ま

い

給

付

金



　士別吹奏楽団メンバーによるアンサンブルコンサートで
す。一足早く春を感じてみませんか。どなたでも参加できま
す。入場は無料で、事前の申込みは不要です。
●日時→３月１日（日）午前 11 時～ 11 時 30 分
●会場→生涯学習情報センター地階市民ギャラリー

　ひなまつりに関する絵本などの
読みきかせをします。どなたでも
参加できます。
●日時→３月１日（日）
　午前 10 時 30 分～ 11 時
●会場→図書館２階読みきかせ室

　ひなまつりに関する絵本と紙芝居を展示
します。
●期間→２月 15 日（日）～３月３日（火）
　まで
●会場→図書館２階児童図書コーナー

■相談・問合せ→  保健福祉センター（22）2400、朝日総合支所（28）2121
　　　　　　　　このほか、健康と育児の相談も随時受け付けます。朝日総合支所は電話で予約してください。

日曜・祝日当番医
　士別市立病院☎（２３）２１６６
と次の医院が当番医です。

月 日 当　番　医 電話番号

２ 15 松 塚 医 院 （23）1212

２ 22 上 士 別 医 院 （24）2250

３ ８ 船 津 医 院 （23）2674

３ 15 しべつ耳鼻咽喉科あらかわクリニック （29）8733

３月の予防接種
三種混合（ジフテリア・百日ぜき・破傷風）
ポリオ（急性灰白髄炎）・四種混合
子宮頸がんワクチン・ヒブワクチン
麻疹・風しん混合、ＢＣＧ（結核）
小児肺炎球菌ワクチン・ポリオワクチン

接  種  場  所 接   種   日

松 塚 医 院 毎週月～土曜日

船 津 医 院 毎 週 木 曜 日

上 士 別 医 院 毎週月～土曜日

多 寄 医 院 毎週火・木・土曜日

市 立 病 院 毎 週 水 曜 日

あさひクリニック 毎週月～金曜日

しべつ内科クリニック 毎週月～金曜日

道北クリニック 毎週月～金曜日

※注1　市立病院は、子宮頸がんワクチン・ポリ
　オワクチンのみ毎週水曜日です。三種混合・四
　種混合・ヒブワクチン・ＢＣＧ（結核）・小児肺
　炎球菌ワクチンは第１・３水曜日。麻疹・風し
　ん混合は第２・４水曜日での接種です。
※注2　多寄医院と道北クリニックでは、ＢＣＧ（結
　核）予防接種は実施していません。
※接種日時は、予約時にご確認ください。

なまつりコンサートひ
☎☎（29）2153（29）2153

図書館図書館行事案内

　２月５日までに行われた市附属機関の会議は次のとお
りです。くわしくは市ホームページでご確認ください。
■会議名→ 士別市都市計画審議会
■開催日→ １月 21 日（水）
■議題→ 西広通事業進捗状況、市内公園整備事業、つく
　も水郷公園再整備基本計画（案）など　（承認）

会議結果報告

なまつり読みきかせ会ひ

なまつり絵本展ひ

赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

●
対
象
→
生
後
１
～
３
カ
月
の

　

お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
内
容
→
赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ

　

り
方
の
ポ
イ
ン
ト
、ふ
れ
あ
い

　

体
験

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
→
２
月

　

27
日

（金）
午
前
10
時
～
正
午

栄
養
相
談

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
→
３
月

　

２
日

（月）
午
前
９
時
～
正
午

▽
朝
日
総
合
支
所
→
３
月
19
日

　

（木）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

妊
婦
健
康
相
談

●
内
容
→
健
康
相
談
・
母
子
健

　

康
手
帳
交
付
・
妊
婦
受
診
券

　

発
行

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
→
開

　

所
日
の
午
前
９
時
～
正
午

▽
朝
日
総
合
支
所
→
電
話
で

　

ご
予
約
く
だ
さ
い

児
童
巡
回
相
談

●
子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
っ

　

た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

日
時
は
申
込
み
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

●
申
込
み
→
市
こ
ど
も
・

　

子
育
て
応
援
室
☎
内
線

　

２
１
３
８

※注 1

※注 2

※注 2



題
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
世
界

の
国
際
女
性
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
士
別

の
女
性
た
ち
が
つ
ど
い
、
学
び
語
り
あ

い
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
は
無
料
で
、
事
前
の
申
込
み
は

不
要
で
す
。
男
性
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
日
時
→
３
月
７

日
（土）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
会
場
→
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

●
講
師
→
前
士
別

市
議
会
議
員
小
池
浩
美
氏

●
対
象
・
定
員
→
市
民
50
人

●
問
合
せ
→
（
支
部
長
）
水
嶋
☎

（
28
）
２
１
１
１

住宅用火災警報器を点検しよう住宅用火災警報器を点検しよう

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は
、

発
電
用
施
設
の
設
置
や
運
転
の
円
滑

化
を
図
る

た
め
、
国

か
ら
電
源

地
域
の
市

町
村
で
行

わ
れ
る
公

共
用
施
設

の
整
備
や
、

地
域
住
民

の
福
祉
の

向
上
を
目

的
と
し
た
地
域
活
性
化
事
業
に
対
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

市
に
は
、
岩
尾
内
発
電
所
と
ポ
ン
テ

シ
オ
発
電
所
の
２
つ
の
水
力
発
電
所
と

関
連
施
設
が
あ
り
、
平
成
26
年
度
は

５
３
８
万
４
千
円
が
交
付
さ
れ
、
市
立

あ
さ
ひ
保
育
園
運
営
費
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
→
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民
課

☎
（
28
）
２
１
２
１

　

新
日
本
婦
人
の
会
士
別
支
部
（
水
嶋
節

子
支
部
長
）
で
は
、「
女
性
の
発
言
・
行

動
で
明
る
い
未
来
を
ひ
ら
こ
う
」
を
演

高
齢
者
の
総
合
相
談

●
介
護
・
福
祉
・
医
療
の
相
談
や
介

　

護
状
態
の
予
防
な
ど
の
相
談
を
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
・
問
合
せ
→
市
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
☎
内
線
２
１
２
１

出
張
年
金
相
談

●
2
月
24
日

（火）
午
前
10
時
～
午
後
４

　

時
30
分　

※
完
全
予
約
制
で
す
。

●
会
場
→
士
別
商
工
会
館

●
予
約
・
問
合
せ
→
旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
６
６(

72)

５
０
０
４

保
健
所
水
質
検
査

●
３
月
９
日

（月）
午
前
10
時
～
正
午

※
検
査
は
有
料
で
専
用
容
器
が
必
要

　

で
す
。
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
会
場
→
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
べ
つ

●
問
合
せ
→
名
寄
保
健
所
☎
０
１
６

　

５
４(

３)

３
１
２
１

３月の運転免許更新時講習日程

●優良運転者講習

　３月５日（木）午後１時～１時３０分

　３月12日（木）午後６時～６時３０分

●一般運転者講習

　３月５日（木）午後２時～３時

●違反運転者講習

　３月12日（木）午後７時～９時

◎会場は、士別市民文化センターです。

※問合せは、士別地区交通安全協会連合会

（士別警察署内）　☎（２３）０１１０まで

　  士別地方消防事務組合消防署 ☎ (23)2619

消防消防からからお知らせお知らせ

 

有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の
寿命や電池切れなどで、火災時、正常に作動し
ない危険があります。日頃から定期的に点検し
ましょう。

●点検方法（作動確認）
　本体のひもを引くか、ボタ
ンを押すなど作動確認をします。
●掃除（お手入れ）
　住宅用火災警報器に、ほこりなどが付着して
いると感知しにくくなります。１年に１回は、
乾いた布などで汚れを拭き取りましょう。
●本体の交換時期
　機種によって異なりますが、目安はおおむね
１０年です。機器説明に従い本体ごと交換して
ください。
●電池交換
　住宅用火災警報器には、ＡＣ電源タイプと電
池タイプがあります。
　電池タイプのものは、説明書に表示されてい
る交換期限がきたときや、電池が切れたときに
電池を交換してください。
※くわしくは説明書などで確認してください。
手入れや作動確認は高所作業となり、転倒や落
下の危険がともなうので安全に作業を行ってく
ださい。
●設置効果
　市内では、住宅用火災警報器により火災を防
いだ事案が、平成 22 年から
平成 27 年１月までで 20 件あ
りました。
　まだ設置が済んでない家庭
は、速やかに設置してください。

 

市
民
自
主
企
画
事
業
マ
イ
プ
ラ
ン
・

マ
イ
ス
タ
デ
ィ

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
士
別
集
会

あさひ保育園ゆきんこまつり


